













































































































































紅町行道は当時の法楽の常例であったが伎楽と仏会の行道は何れが先行したかは詳かでない。然し伎楽にとって行道が本質的な要件であったことは、治道と呼ばれる仮面が存在しそ 行道と深い繋りを有することに示唆される。治道は行道の際先頭 立って地鎮の、つまり露払いの役をつとめたもので、赤褐色に面を塗り眉毛と頭髪は雄頚な墨描で口髭と顎撃を蓄えた極めて特徴的な鼻高面を用ひ、そ は諸民族に共通する呪術的意味を担うものと思われ、後世神社の祭列における猿田彦に影響を与えたもの ろう口
行道の順序は、先ず最初の舞踊を行う師子が立ち次に踊物が続く。踊物というのは、信西古楽図師子舞にあるような
踊る童子か或 舞踊に必要な道具 持っ 附添の人聞を指すものかとも想像できようが、伎楽の演伎者と見 のが最も自然であろう。次に笛吹が立ち更に帽冠が続く。帽冠とい のも舞踊に必要な帽冠を捧げたものとするよりも帽冠を着用した僧侶及び稚児と見た方が一層行道の実態に近い 。次に打物即ち三鼓二人銅拍子二人が続くのである。伎楽に用いられた楽器でその名を留めている は笛‘三鼓（腰鼓）・銅拍子の三つであ 。笛は古楽図にあ う 横笛で吹口の外に穴が七つある中国伝来の形式のもので、三鼓は革 径一尺四寸許り 高麗楽に用い ものとは異りい協議妙に「俗云三ノッ、ミ」とある腰鼓であろう。腰 下げ両手或は片手で打つようになっているのでその名称が起 、呉楽
ぞれのつつ
h
に用いたところから呉鼓とも言うのであろう。銅拍子は金属製皿状 楽器で、これを一 ず 左右 手にもって打合わせその音を以て拍子を取ったものであろう。以上のような舞人楽人の座が定って が始められ のである。
師子は遠い西方の動物であるが、百獣の王として古くから東亜に伝えられ、わが国では今日諸社の祭礼における獅子














されているから、そ 所作は古くからであることが知られる。勿論仮面を被って吹奏するこ は出来ないから笛を吹く真似をしただけであろう。呉公というのは呉人の男性 相好に威厳があり、後出の呉女はその妃かその娘と見られる端麗さを示し 賠設。然し芸態は不明で呉女と 関係も確定し難い。「紀氏舞人説－一ハ舞人出
一舞
台一後向ニ楽屋一笛吹






































































謡 下 ） し
o
大孤に老女面の明証がないから夫婦であったとするのは無理
で老女姿は類齢を強く訴える為の扮装であったに違いない。大孤の芸態で注意すべきは仏前に諮って礼拝した一条であって、山昆忠岡・力士におけ よりも演伎場が更に金堂に接近し、金堂自体が演伎の重要な対象となっていたと考えられる点である。後述の如く伎楽は純然た 仏教楽 はなか
っ
たが、それが盛行したのは寺院楽としてであった。今まで述べ


































































一 崎 ・ 諮 問 詑 …
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ていること・鼻の高くして垂下すること・牙の上下にあるものが存在すること・虎の皮を貼った冠の ること・通じて髪鷺の多いことを挙げ、これらがすべて中国において胡人型と称する印欧アリアン種族を現わしたもので、仮面に遺存する着色も概ね競赤色であり木地又は呉粉を施したもの 砂いことも之を証 とされている。更に博士は、印度の古語に仮面に当る語がなく仏典にも古説話にもな とい シルパン・レヴィ 談と、ギリシア面の大きさが大小ともわが伎楽面と同一であ という小寺三郎氏の説とによ
っ
て、ギリシア系統のものが西域地方において一度シナ化され更に各





山 叩 コ 認 誠 一 初 一
A
誌を批判しながら、わが国においては伎楽は耳に聞く楽としてよりも目に見る舞として時の人に認めら


















































































































































それぞれ東大寺・薬師寺・山階寺において呉楽を奏した記事が見え、盛行を思わしめる。伎楽盛行の頂点と考えられるのは、奈良朝の象徴とも言うべき天平勝宝四年四月の大仏関限法会であったろう。それは仏教と結合した律令国家 最大の式典として内外に国家の権威を誇示するものであり、 教楽の、律令国家正楽の晴 の舞台でもあっ のである。東大寺要録供養章によると、雅楽寮の楽人に大安寺・薬師寺・元興寺・興福寺の諸楽人も加わり、大歌・久米舞・楯伏舞等の和楽と呉楽をはじめ唐胡楽・唐中楽・唐散楽・度羅 ・林邑楽・高麗楽等外来楽 もって終日供養した。唐の十部伎を思わせる の盛儀は、和辻哲郎博士 幻想の如くであり狩…、その時に用いられ正倉院に現存する腰鼓胴が一九口に上ることは伎楽
H
呉楽の盛行を立証するものである。然し元亨釈書資治表に「奏二万伎楽己とあり、狭義の伎楽














































（ 続 紀 ）


































の楽戸郷 存在 に疑問が残り通説を覆えすに至らず 薮田嘉一郎氏は古 の行われていた奈良朝に散楽師があり随って散楽戸があ
っ
たことは瞭然であるとし木登戸をその別名としているな議炉酢
























































































































































































）万葉・古今・新古今と歌風三度改ったと説く在来の教科書的和歌史の定式には反省の余地が残されているが」瑚耕一州日柑一対おか戸畑、万葉の時代は個人的・個性的性格の表現が極めてリアリスチサクであり、東歌と呼ばれる一群の農民詩からは当代の社会的な「健康さ」を窺い得ょう。和歌制作 中心をなす宮廷貴族圏が、後 荘園貴族としての藤原氏の如きとは異り、生産から 社会の現実から）未だ遊離し偏侍していなかった事情によるものであろう。古今集 時代は、弘仁・貞観・延喜をそれぞれ中心とする三つ 時期に分けて考えられるが、社会生活において次第に国風化・貴族化・中央化が進み、和歌における題材の回定・その抱え方の定型化はもはや動かぬものとなったのであろう苅一議誠司私脚本
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